
農林中金総合研究所

地場の食品産業と連携した取組事例調査

福岡県久留米市における

学校給食での地場野菜使用の事例
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１．学校給食における野菜調達の概要

青果業者

本事例調査の対象（旧久留米市）

平成8年度から
取引開始

共選品から7品
目を出荷

地元
卸売
市場

仕入に占
める地場
野菜の割
合

16.3％

(16年度､　
重量ﾍﾞｰｽ)

各
学
校
の
調
理
場
（28
校
）　

　
・共
同
調
理
場
（1
か
所
）
約15,000～
16,000食

青果業者

納入組合

地元生産者

久
留
米
市
農
協

（園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー
）

地元生産者

地元生産者

他産地・他
卸売市場

　うち農
協経由は
全体の2％

共
選

14.3％



農林中金総合研究所 2

２．取引の流れ

•納入業者である農協に旧久留米市分を一括
して発注
•一括して代金精算

市学校給食会

【主な機能】
•営農技術指導
•集荷
•代金精算

農協　
（園芸流通ｾﾝﾀｰ）

•生産
•出荷

生産者

受発注

•農協出荷分について
は、園芸流通ｾﾝﾀｰか
らの集荷
•各学校・共同調理場
ごとに仕分け、納入
•代金精算

納入組合（仲卸業者）
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３．地産地消や共選品使用によるメリットとデメリット

•学校給食向けに追加の手
間がかからない

•規格・品質の問題がない共選品使用
のメリット

•受注内容と出荷内容の差異
による超過出荷分が生産者
負担になっていた→改善（後
述）

•小袋から取り出すために
時間がかかる
•ゴミが発生し、処理コスト
がかかる

共選品使用
のデメリット

•運賃、卸売市場手数料・全
農県本部手数料が不要
→手取りが比較的多くなる

•どこでとれたかがはっきり
わかり、安心できる
•納入組合からの仕入より
割安
•鮮度がよい
•子どもたちの農業への関
心が高められる

地産地消の
メリット

生産者教育委員会・共同調理場
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４．取引開始時のポイント（１）必要な条件

本事例での対応

市農政部局経験者が
市学校給食会に嘱託として再就職し、
農協とのパイプを生かして
学校給食で地場野菜を
使用するように活動

農協に出荷された
共選品から供給

取引に必要な条件
①実需側・供給側の
意思決定・リーダーシップ

②対応可能な生産体制

葉物野菜を中心とした
野菜の産地



農林中金総合研究所 5

４．取引開始時のポイント（２）必要な仕組み

本事例での対応

農協の
システムを利用

学校給食会と
農協が過去の

卸売市場価格を
基準に相対で決定

①生産者への
割当

③生産者へ
の代金精算

取引に必要な仕組み

②値決め

共選品として
出荷されたものの
中から一部を出荷

生産者への
割当不要
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５．取引が継続しているポイント（１）

学校給食での地場野菜使用を制約する一般的要因

調理場での事務負担増 調理員の負担増

急な出荷取消はない

共選品のうち、
潤沢な品目を潤沢な時期に出荷

本事例での対応

①天候変動による仕入の不安定 ②規格のバラツキ

共選品から調理に
適した規格を出荷

規格の問題なし
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５．取引が継続しているポイント（２）

学校給食での地場野菜使用を制約する一般的要因

④従来の納入業者
との関係

本事例での対応

出荷に応じる生産者が不足

運賃、卸売市場手数料、
全農県本部手数料が不要
というメリット

③生産者にとっての価格の低さ

従来からの納入業者が
配送を請負

（配送手数料率は売価の20％）

問題なし
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５．取引が継続しているポイント（３）

ア．発注単位と出荷単位の違いの調整

発注単位（重量ないし個数単位）

出荷単位（箱数単位）

相
違

＝１食当たり使用量×食数

卸売市場出荷規格

切り上げ
出荷

①発注単位を箱単位に
②注文を２日分まとめる
　ことにより差異を削減

イ．発注部分と出荷部分の違いの調整

発注部分（使用部分のみ）

出荷部分（可食部全て）

相
違

根の部分のみ

葉も含む全て

例）かぶ

①栄養士に実情を
　理解してもらう
②発注量を使用部分
　以外も含めた重量に

使用部分に
対して支払い

使用部分以外は
生産者負担

超過出荷分は
生産者負担
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６．残された問題点・課題①専業農家からの仕入の限界

旬の時期に
使用したい

たまねぎ、ばれいしょ、
にんじんは使用頻度が
高い

①品目の相違 ②時期の相違

たまねぎ、にんじんは
産地化していない

旬以外の
高値の時期に
出荷する体系

学校給食の発注・調理の状況

産地側の状況

野菜は加熱が必要｡
産地化している
ﾘｰﾌﾚﾀｽ等は
加熱調理に不向き

ﾘｰﾌﾚﾀｽ・ｻﾗﾀﾞ菜・
ﾄﾏﾄは産地化

取
引
拡
大
に
限
界

農協経由卸売市場出荷中心

専業農家
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６．残された問題点・課題②零細農家からの仕入の制約

学校給食会で一括発注給食数が多い

③量の相違 ④受発注システムの不適合

少量多品目の体系 とりまとめる組織がない

学校給食の発注・調理の状況

産地側の状況

取
引
実
現
に
至
ら
ず

朝市等での販売中心

零細農家


